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研究報告

小学校における食に関する指導（食育）と

食生活に及ぼす影響の関連について

Re1ationship　between　Food　and　Nutrition　Education（Shokuiku）at　E1ementary　SchooI

and　ChiIdren’s　Eating　Habits

並　河 信太郎・山　北　人　志
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は　じ　め　に

　学校教育における食育は食に関する指導とし

て実施されている。食に関する指導は、継続性

に配慮し、意図的に学校給食を教材として活用

しつつ給食の時間をはじめとする関連教科等に

おける食に関する指導を体系付け、学校教育活

動全体を通じて総合的に推進するされている。

平成20年には学校給食法が食育の観点を踏ま

えて大幅な改正が行われた。その申で、食に関

する指導の全体計画の策定、栄養教諭が学校給

食を活用した指導を推進すること等が示され

た。現在、食に関する指導はすべての義務教育

諸学校で取り組まれている状況であるが、子ど

もの食をめぐる状況は偏った栄養摂取や不規則

な食事などの食生活の乱れ、肥満や過度の痩身

傾向に見られるように課題が多く、学校教育に

おける取組の一層の充実が期待される。

　学校教育における食に関する指導の推進が図

られる中で、学習評価をどのように行うかが重

要である。学習評価の基本的な考え方は、文部

科学省より「小学校、中学校、高等学校及び特

別支援学校等における児童生徒の学習評価及び

指導要録の改善等について」の通知1）で示され

ている。学習評価は、学校における教育活動に

関し、子どもたちの学習状況を評価するもので

あり、各教科については、学習状況を分析的に

とらえる観点別学習状況の評価と総括的にとら

える評定を、学習指導要領に定める目標に準拠

した評価として実施されている。評価の観点

は、基本的には、基礎的・基本的な知識・技能

については「知識・理解」や「技能」におい

て、それらを活用して課題を解決するために必

要な思考力・判断力・表現力等については「思

考・判断・表現」において、主体的に学習に取

り紅一む態度については「関心・意欲・態度」に

おいてそれぞれ評価を行うこととしている。

　食に関する指導の評価は、「食に関する指導

の手引ヨ）」において、評価は食に関する指導の

目標である「食事の重要性」、「心身の健康」、

「食品を選択する能力」、「感謝の心」、「社会

性」、「食文化」の六つの区分に基づいて、食生

活への関心・意欲・態度、食生活を創意工夫す
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る能力、食生活の技能、食生活についての知識

・理解を評価の観点として例示している。しか

し、関連教科や道徳、特別活動、総合的な学習

の時間等において実施する食に関する指導は、

教科等のねらいに対する評価が必要であり、直

接的には食に関する指導の評価にはならないと

示している。

　現状では、学校としての食に関する指導の評

価を授業時間数や推進組織の設置状況、学校給

食における地場産物の活用状況、食生活実態調

査等で評価されている一方、児童生徒の学力と

しての食に関する指導の学習評価をより明確に

実施していくことが課題である。さらに、学習

評価の結果を児童・保護者に明示していくこと

により、教育効果を高めていくことができると

考えられる。

　本研究においては、授業実施後に前述した観

点別学習状況（関心・意欲・態度、知識・理解

・技能、思考・判断・表現）の評価を行うとと

もに、学校における食に関する指導の学習と児

童の食生活の関連性について検討した。

1研究方法

回の食生活調査及び食に関する指導の授業評価

に対応させることが可能な回答数で、3年生81

名、4年生103名、5年生106名、総数290名

である。

（2）食に関する指導の内容と実施時期

①食に関する指導の全体計画

　丁小学校では、食に関する指導の全体計画を

作成し、給食の時間を中核としながら、各教

科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等す

べての教育活動において、学年別に系統的・計

画的な指導を実施している。（表1）

②調査対象とした授業及び実施時期

　年間を通じて取組まれる授業のうち、栄養教

諭が学級担任と共に担当した次の主題の3時間

について、児童を対象として質問紙法で実施

し、その場で記入のうえ、回収した。

　設問は、観点別学習状況の評価に対応した内

容とした。関心・意欲・態度に関する項目で

は、「楽しかったか」、知識・理解に関する項目

は「理解できたか」、思考・判断・表現に関す

る項目は「食生活の改善に取り組むか」を4段

階で実施した。

（1）調査対象

　栄養教諭が配置されている大阪市内丁小学

校の3～5年生を対象とした。有効回答数は2

（3）食生活調査の内容と実施時期

　第1回調査は2011年5月、第2回調査は

2012年5月に実施した。なお、第2回の調査

学年 回 実施 主題

第1同 2011年7月 飲み物について考えよう

3 第2回 2011年10月 食べ物の働きを3つに分けよう

第3回 2012年1月 骨をじょうぶにする食べ物を知ろう

第1回 2011年6月 おやつにいて考えよう①

4 第2回 2011年9月 おやつについて考えよう②

第3同 2012年1月 外国からきた料理を調べよう

第一回 2011年6月 魚について知ろう

5 第2回 2011年10月 給食の野菜はどこから来るの

第3回 2012年1月 野菜の働きについて知ろう
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表1食に関する指導の全体言十画（2012年度丁小学校）

児童の実態
児童の多くが学校給食を

楽しみにしており、ここ
数年バランスのとれた食
生活の児童が増加した。

給食の残念は減少傾向に
ある。しかし、朝食を食

べない日が多い5％。食
べない1％の児童がい
る。

保護者、地域の実態
　市営住宅、マンション
が混在しており、生活実
態もかなりのばらつきが
ある。

学校教育目標
○自ら学び、考え、問題を解決する子どもを育てる。○自他を尊重し、他人を思いやる心を持ち、友だちの良さを見つ
けあう子どもを育てる。○自らの健康や体力に関心を持ち、すすんで運動する子どもを育てる。
健康管理の重点
望ましい食生活の基礎・基本の食習慣を身につけ、食事を通じて自らの健康管理ができるようにす乳

食に関する指導の目標（文部科学省〕

①食事の重要性、食事の喜び、楽しさの理解をする。（食事の重要性）
②心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力をみにつける。
（心身の健康）

③正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身につける。（食品を選択す
る能力）

④食物を大事にし・食物の生産等にかかわる人々への感謝する心を育む。（感謝の心）
⑤食生活のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける。（社会性）
⑥各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。（食文化）
（など）

紅
1学期　　　　　　　　　　　　2学期 3学期

低
．給食を知るつ、　　　　　　　　低・仲良く食べよっ。

・食べ物の名目1」を知るつ。
低

・食べ物に関心を持とつ。
・楽しく食べよう。 ・食べ物を大切にしよう。

給食時間
食に関する指 中

・食品について知るつ。　　　　　　　　　　、　　　　申・給食のきまりを覚えよっ。

・食べ物の働きを知るつ。
中

食べ物の3つの働きを知るつ。

導
・楽しく食べよう。 ・食べ物を大切にしよう

・給食指導 古同 食べ物の働きを知るつ。　　　　　吉 ・季節の食べ物について知るつ。
高

・食べ物と健康についてしろっ。
・楽しい給食時間にしよう　　　　　同 ・食事の環境について考えよう。 ・感…対して食べよう。

特
別

実施献ユから　旬の食材、栄養　献⊥名の由来　行事食　郷土料理　世界の料理などを紹介する。

活 年　じょっぶな体をつくろっ。 1年給食の食べ物を知るつ 年　すききらいをしないで食べよっ。

動 2年　飲みものについて考えよう。 2年　3色食品群とその働きを知ろう 2年朝食をしっかりとろう。
学級活動 3年　たのしい給食にしよう。 3年食べ物の働きを3つに分けよう。 3年　骨をじょうぶにする食べ物を知ろう。

4年魚について知ろう。 4年おやつについて考えよう。 4年外国からきた料理を知ろう。
6年朝食の大切さを知ろう。 5年　給食の野菜はどこから来るの 5年野菜の働きについて知ろう

学校行事 健康診断　　学校給食週間

児童会活動 給食委員会（残さないデ、ポスター、放送．、学校給食週間）

クフブ活動 料理クフブ

1年 2年 3年 4年 5年 6年

サラダでげんき おばあちゃんに聞し ゆうすけ村の小さな くらしの中の和と洋

国語
たよ 旅館

クラスのみんなに紹
介しよう

ものをつくる人々に 住みよいくらしとコ わたしたちの食生活 米作りのはじまりと

社会 しごと人々のくらし と食料生産 国の統一
と道具 産業と人々のくらし

算数

教 植物のつくりとそだ 水のすがた 櫨物の発芽と成長花 ヒトや勤物のつくり
科

理．科
ち から実へ とはたらき

と 植物の一生
の

生物どうしのつなが

関
り

連 生活 給食室の探検をしよっ ぐんぐんのびろ

音楽

図画工作

はじめてみようクッ 生活を見直そう
家庭 キング バランスのとれた弁

元気な毎日と食べ物 当を作ろう

育ちゆく体とわたし 心と体のつながりけ 病気の予防
体育（保健） つ がの防止 （生活習慣病の予防）

病気の予防

かほちゃのつるあり 森のそばやさん 食べすぎたこんきち わちしの家のおぞつ たまねぎ おくれたら失礼
道徳 がとう きつねとぶどう もちつき大会 に よみがえれわたした あらいぐまの親子

ぞうさんとおともだち くりのみ 一本のくすの木 ちの海

わたしたちのくらし なにわの伝統野菜の

総合的な学習の時問
と水 栽培

アジアの国々につし
て知ろう

家庭・地域との連携
PTA給食委貝会（PTA給食試食会、料理教室）、給食献立表、いただきます、栄養ニュース、食育通信、学校・学年だより、
中学生のお弁当（6年生）

固別指導の取り組み 傑護者からの申し出や定期健康診断の結果、日常の食生活の様子等から個別指導が必要な児童については個別指導をする。職
方 員会議等で教職員全員の共通理解をはかり、関係教職員が連携をとりながら指導にあたる。
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時点で児童はそれぞれ1学年進級しており、学

年は4～6年である。調査は質問紙法により学

級単位で教諭が調査用紙を配布し、その場で記

入のうえ、回収する方法で実施した。事前に職

員会議で調査の主旨を説明し、承認を受けた。

　設問は、「健康な食習慣」では、朝食・昼食

　夕食の三食が喫食しているか、夕食後から就

寝までの食事の有無、「共食」では、家族がそ

ろって食事をしているか、「栄養のバランス」

では、好き嫌いの有無、肉・魚の摂取頻度、果

物の摂取頻度、食品摂取の偏り、おやつの摂取

量、植物たんぱく質である大豆の摂取、糖分・

脂質・塩分の多い食品の摂取頻度、「学校給食」

は残念の有無、学校給食で毎日提供されている

牛乳及び野菜を日常生活における摂取頻度とし

た。これらの項目は、丁小学校で食に関する指

導の内容として授業等で指導している内容であ

る。

（4）統計処理

　食生活調査間比較はWilcox㎝の符号付き順

位検定、食生活調査及び食に関する指導の評価

の合計点の比較はMam－WhitneyのU検定、

指導後の食生活得点と学習効果点の関連はプ

検定で検討した。有意差は5％とした。統計処

理はSPSS18for　Windowsで行った。

2結　　　果

（1）食に関する指導の評価

　児童の指導後の評価では、第3回の1項目以

外は、いずれの項目も90％以上の結果で、学

習効果が高い。

（2）指導前後の食生活の変化

食に関する指導前後の変化については、表3

表2食に関する指導の学習効果　n＝260

項目一 第1回 第2回 第3回

関心・意欲・ ある 246（94．6） 241（92．7） 248（95．4）

態度に関する
項目 ない 14（5．4） 19（7．3） 12（4．6）

知識・理解に
ある 241（95．O） 247（92．7） 252（96．9）

関する項目 ない 19（5．O） 13（7．3） 8（3．1）

思考・判断・ ある 240（92．3） 234（90．O） 228（87．7）

表現に関する
項目 ない 20（7．7） 26（lO．O） 32（12．3）

一「とてもそう思う」・「思う」は「ある」、「あまり思

わない」・「思わない」は「ない」として分析

コ第1から第3回のすべてに対応できない場合は欠損
値とした。

の通りである。

　有意であった項目のうち健康な食行動が増加

したのは、「大豆製品を食べる」、「給食以外で

野菜を食べる」、「甘いものを食べすぎない」、

「給食はいつも残さないで食べる」の4項目で

ある。減少した項目は、「好き嫌いなく食べ

る」、「夕食後に食べない」、「肉と魚をかたより

なく食べる」、「果物を食べる」の4項目であ

る。

3者　　　察

（1）指導前後の食生活調査結果の変化

　指導前後の食生活に変化があったが、健康を

考えた食行動が増加した項目と減少した項目が

見られた。そこで、表5に示す通り、食生活を

得点化して比較検討した。指導後に微増ではあ

るが、食生活の改善傾向がみられる結果が得ら

れた。本研究における調査期間は一年間の変化

を対象としているため、指導を実施した直後や

三か月、六か月の期間での変化を検討すること

ができなかった。指導において取り上げた魚や

おやつ等の関連項目をその都度調査し、期間毎

の変化を調べることも必要であると考える。
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表3指導前後の食生活の変化

項目’

毎日3回食事を食べているか　あてはまる

　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

好き嫌いせず何でも食べているあてはまる

か　　　　　　　．　　　　　あてはまらない

おやつの食べすぎはないか　　　あてはまる

　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

夕食俸に食べていないか　　　　あてはまる

　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

家族そろって食事するか　　　あてはまる

　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

肉と魚をかたよりなく食べていあてはまる

るか　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

大豆製品を食べているか　　　　あてはまる

　　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

給食以外で野菜を食べているかあてはまる

　　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

果物を食べているか　　　　　あてはまる

　　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

給食以外で牛乳を飲んでいるかあてはまる

　　　　　　　　　　　　　　　あてはまらない

甘いものを食べ過ぎないようにあてはまる

しているか　　　　　　　　　　あてはまらない

油っこい物を食べ過ぎないよう　あてはまる・

にしているか　　　　　　　　　あてはまらない

塩辛いものを食べ過ぎないよう　あてはまる

にしているか　　　　　　　　　あてはまらない

給食はいつも残さないように食あてはまる

べているか　　　　　　　　　あてはまらない

　　指導前
　　n＝260
（2011年5月実施）

250

10

222

38

239

21

22亘

39

172

88

240

20

147

113

234

26

150

1工0

153

107

178

82

180

80

179

81

228

32

　　指導後
　　　　　　　　指導前後
　　n＝260　　　　の差・　　P値ヨ
（20王2年5月実施）

249　　　　　　　　　－1．O　　　　　n．s．

　11

221　　　　　　　　　－1．O　　　　　　＊

　39
241　　　　　　　　　2．O　　　　　　n．s．

　19

，211　　　　　　　－lO．O　　　　　＊

　49

180　　　　　　　　　8．O　　　　　n．s．

　79
233　　　　　　　　　＿7．O　　　　　　＊＊

　27
171　　　　　　　　　24．O　　　　　　＊＊

　89
237　　　　　　　　　3．O　　　　　　非＊

　23

148　　　　　　　　＿2．O　　　　　＊＊

112

129　　　　　　　　＿24．O　　　　　n．s．

131

197　　　　　　　　19．O　．　　　＊＊

　63
197　　　　　　　　　17．O　　　　　n．s．

　63
197　　　　　　　　18．O　　　　　n．…．

　63
245　　　　　　　　　17．O　　　　　　＊＊

　13

1とてもあてはまる・あてはまるを「あてはまる」、あまりあてはまらない・あてはまらないを「あてはまらな

い」として分析
！指導後から指導前を差し引いた値

］Wi1cox㎝の符号付き順位検定による　　・p＜o．05紳p＜O－o1

4指導前と指導後に対応していない場合は欠損値とした。

表4指導前後の食生活得点

　　指導前　　　　　指導後
　　n＝260　　　　　　　　　n＝260　　　　　pイ直コ

（2011年5月実施）（2012年5月実施）

食生活
　　　　43．54土5，861得点1

44．47±5，665　　　　　＊

一「とてもあてはまる」4点、「あてはまる」3点、
「あまりあてはまらない」2点、「あてはまらない」

1点として食生活調査項目を得点化して合計した。

1Wi1coxonの符号付き順位検定による
＊P＜O．05　＊＊P＜O．01

ヨ指導前と指導後に対応していない場合は除外した。

（2）指導後の学習効果と食生活調査結果の変化

　　の関連

　食に関する指導による学習効果が児童の食生

活における行動変容につながっているのかどう

かを指導後の学習効果点と食生活得点の関連か

ら検討した。学習効果点は指導後の学習効果を

観点別学習状況の評価を踏まえて設定した3項

目（関心・意欲・態度、知識・理解、思考・判

断・表現）から算出した。食生活得点は調査し



72　並河信太郎・山北人志

表5指導後の食生活得点と学習効果点の関連 （人）

指導後の食生活得点！（n＝260）

高い群
　　　　　　　　p値ヨ
低い群

　　　　　　　　I群学習効果点一
　　　　　　　　1I群

79

55

40
　　　　　　　　＊86

■学習効果点は学習効果の評価項目で「とてもあてはまる」4点、「あてはまる」3点、

「あまりあてはまらない」2点、「あてはまらない」1点として得点化して合計した。

I群は32点以上、I群は31点以下として分析。
］指導後の食生活得点は45点以上を高い群、44点以下を低い群として分析。

ツ検定による　　＊p＜O．05榊p〈O．O1

4指導前と指導後に対応していない場合は除外した。

た14項目から算出した。

　学習効果点と食生活得点の関連は妻5に示す

通りである。学習効果点が高いI群は食生活得

点も高い傾向があり、一定の関連があるものと

考えられる。

（3）まとめ

　学校教育では、学校給食を生きた教材として

教育活動全体を通じて食に関する指導の充実が

進められている。しかし、成人期の食生活の現

状は課題が多い。例えば朝食欠食率）は20～29

．歳の男子34．1％、女子28．8％と高水準である。

朝食の重要性は小学校段階から重点的に指導さ

れているが、そのことが生活の中で活かされて

いない傾向を表していると考えられる。本研究

の結果では、食生活の変化と学力の関連性につ

いて、一定の成果があったと考える。

　今後、観点別学習状況の評価（関心・意欲・

態度、知識・理解、思考・判断・表現）に基づ

いて、食に関する指導を学力として評価する方

法を検討すると共に、食生活への影響との関連

を明らかにしていきたい。
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